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　最近グローバル化、あるいはグローバリゼーションという言葉が氾濫している。医療の分野で
も例外ではない。グローバルという言葉は単なる「世界的規模」「全体的」などの意味を超えて、「国
際的標準化」と意味づけされ、英語を第二母国語化すべきとする意見やグローバル化で米国の系
列病院が日本に入ってくるのではと心配する向きもある。逆に日本独自の文化の消滅の危機から
反グローバリゼーションの動きもあるという。各自が都合のよい意味づけで、「グローバル」とい
う言葉を使用あるいは理解しているためであろう。
　グローバリズムとは、ウィキペディアによると、地球上を一つの共同体とみなし、世界の一体
化を進める思想であり、社会的あるいは経済的な関連が、旧来の国家や地域などの境界を越えて、
地球規模に拡大して様々な変化を引き起こす現象を言うそうである。
　一部の強力なグローバル推進者には、何らかの意図をもって地球規模に進める戦略が裏にある
のかもしれない。金儲けや市場理論からいえば、クライエントが増えて都合がいいのだろう。ただ、
一方でグローバル化を否定し、自分の殻に閉じこもって他国との交流がないのも困りものである。
国境を越えたモノ・ヒト・カネのルールに則った移動、また国際的な科学技術の進歩の共有など
は大歓迎なことである。
　医療技術の先進国である日本はアジアやアフリカの国々にその素晴らしい先進医療を広める一
方で、医療サービスの質管理という面で後進国の日本は、米国をはじめとする国々からまだ多く
を学ばなくてはならないであろう。その両方の橋渡しとしての役割をこの「日米医学医療交流財団」
が少しでも担うことができれば幸せなことである。
　グローバルという言葉で最も重要なことは、私たちが世界に目を向け、“国際的な視点”を持つこ
とではないかと思う。医療の面においては、日本独自の医療環境の中で発展してきた文化や方法
がたくさんあり、これらをすぐにグローバル化することはできないし、それが決して善いわけでは
ない。医療保険制度をみても米国の医療がすべて優れているわけではないことは明らかである。
　しかし、私自身、JCI（Joint Commission International）という米国の病院機能評価機構にあた
る組織の認証を受審する立場になって、自分たちが働いてきた医療環境を「医療の質と患者の安全」
という観点から根本的に見直す必要があるのではと感じた。JCIは「国際基準に基づく医療の質と
安全」を保証する病院体制を審査する機関である。日本における個々の医学・医療技術は世界一
流と認めるが、サービスとしての医療システムは、まだまだ二流以下であることを自覚させられた。
　医師免許があって自分ができると思えばどのような医療や高難度手術でもできてしまう体制、

医師が行ったことが周囲から十分に検証・評価されない状況、
退院時サマリーが退院時に完成していなくても平気な職場環
境、些細なことのようだが、これらすべてが「医療の質と安
全」に関わることである。しかし、その多くが大変とか忙し
いとかという言い訳で済まされてきた。これらのシステムの
欠陥はガバナンスやリーダーシップの欠如から自然発生する
ものである。今、まさに日本の病院は、クライエントの満足
のために、医療サービスの質を高めるための新たな組織づく
りや管理体制、ガバナンスやリーダーシップが求められてい
るのではと感じている。
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小山　勇氏　主な略歴：
1977年　東京医科歯科大学医学部卒業
同　 年　三井記念病院外科レジデント
1981年　三井記念病院外科チーフレジデント
1982年　�ジョンズ・ホプキンンス大学外科フェロー（Dr. 

Cameron）
1985年　埼玉医科大学第一外科講師
1994年　埼玉医科大学第一外科助教授
2000年　埼玉医科大学第一外科教授

2001年　埼玉医科大学消化器・一般外科教授
2004年　埼玉医科大学病院・副院長（管理・運営担当）
2007年　�埼玉医科大学国際医療センター・副院長（管理・

運営担当）
包括的がんセンター・消化器病センター長

（2011年3月まで）
肝胆膵外科診療科長（2014年3月まで）
消化器外科教授

2011年　埼玉医科大学国際医療センター病院長

【専門医/学会】
日本外科学会指導医・専門医、日本消化器外科学会指
導医・専門医、日本肝胆膵外科学会高度技能指導医、
消化器がん外科治療認定医、日本移植学会認定医、日
本外科学会代議員、日本消化器外科学会評議員、日本
肝胆膵外科学会評議員、日本外科感染症学会理事、米
国肝胆膵学会（AHPB）会員、他
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2014年度
JANAMEFフェロー決定

Scholarship

Ａ項−留学助成

Ｂ項−留学助成

医学部夏期集中医学英語研修助成者

アメリカ短期看護研修助成者

安　藤　彰　香
北海道大学医学部卒、大浜第一病院一般内科

University of Hawaii（Resident）
一般内科・循環器内科

新　井　英　介
名古屋大学医学部卒、名古屋大学整形外科

University of Utah （Resarch Fellow）
整形外科

影　本　容　子
横浜市立大学医学部卒、帝京大学医学部附属病院麻酔科

1）Mount Sinai Beth Israel  2）Tufts Medical Center 
（Resident）

麻酔科

後　藤　真　実
東海大学医学部卒

University of Pittsburgh Presbyterian Shadyside Hospital
（Intern）

家庭医療

名　取　洋一郎
名古屋大学医学部卒、聖路加国際病院感染科

University of Toronto, Transplant Infectious Diseases
（Clinical Fellow）

感染症科

濵　嶋　夕　子
名古屋市立大学看護短期大学部卒、
東京医科大学病院呼吸器・甲状腺外科

Duke University School of Nursing（Master of 
Science in Nursing ）Oncology

石　塚　万　貴
金沢大学医学部卒、横須賀米海軍病院

The Children's Hospital of Philadelphia
（Reserch Fellow）

小児科

川　堀　真　志
神戸大学医学部卒、
東京ベイ浦安市川医療センター心臓血管外科

Brigham and Women's Hospital（Clinical Fellow）
心臓血管外科

小　林　泰　俊
大阪医科大学医学部卒、耳原総合病院小児科

University of Pittsburgh Presbyterian Shadyside 
Hospital（Resident）
家庭医療

石　黒　賢　志
金沢大学医学部5年

加　藤　由　菜
東京女子医科大学東医療センター

百　瀬　直　也
金沢大学医学部5年

西　田　裕　未

山　口　孝　子
関西医科大学香里病院

長谷部　かおる
東京都立大塚病院

山　田　　　優
順天堂大学医学部附属順天堂医院

福　田　ひとみ
篠田総合病院

村　上　美　晴
名古屋第二赤十字病院

（注）50音順・敬称略

石　原　優　里
日本医科大学医学部5年

金　城　真　一
滋賀医科大学医学部附属病院

柴　田　美　音
北海道大学医学部5年

長　澤　　　和
御代田中央記念病院

前　谷　知　毅
京都大学医学部5年

永　田　律　子
東京女子医科大学東医療センター

研修先
／分野

研修先
／分野

研修先
／分野

研修先
／分野

研修先
／分野 研修先

／分野

研修先
／分野

研修先
／分野

研修先
／分野
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講　師▶▶▶

森本　　剛
兵庫医科大学内科学総合内科教授
JANAMEF fellow・企画予算委員

　臨床研究トレーニングコース（初級）が、2014年6月7日（土）・8日（日）の2日間にわたり、軽井沢プリンスホテル
ウエストで開催され、23名の受講者が参加しました。
　本コースは、臨床医や医療従事者で、これから臨床研究を始めようと考えている人を対象に企画・実施したものです。
臨床研究を行うのに必要な基本的な統計解析の原則を理解し、実際に統計解析ソフトウェアを用いて体験するのを主
眼としています。講師の森本剛先生（兵庫医科大学内科学総合内科教授）は、当財団のfellow・企画予算委員であり、
この分野の第一人者のおひとりです。森本先生の臨床医としての視点を重視した研究デザインや統計解析、論文執筆
の人気は高く、全国各地で実践的なセミナーが開催され
ています。
　受講者は、4グループの班編成のもと、レクチャー、
ハンズオンセッション、グループワーク、発表＆ディス
カッションというワークショップの流れの中で、お互い
に気付き、学び合いながら臨床研究の基礎を修得してい
きました。初日のフリーグループワークは、翌日のグ
ループ発表に向けて熱心な研究計画見直し・データ解析
が続けられ、討議が深夜にまで及びました。受講者のア
ンケートによると「非常に有益であった」と「有益であっ
た」が100％を占め、満足度の高さが裏付けられました。
次は中級セミナーを受けたいとのご意見もいただき、強
いニーズが窺えました。（大西）

JANAMEF
臨床研究トレーニングコース（初級）

日時：第1日目　2014年6月7日（土）
　　　第2日目　2014年6月8日（日）
場所：軽井沢プリンスホテルウエスト

主催：公益財団法人日米医学医療交流財団
共催：ICE（臨床評価研究所）

JANAMEF
セミナー

（　　　　　　　　）
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プログラム
●第1日目　6月7日（土）
　　 時　間 　　　　　形　式 　　　　　　　　　　　内　　　容
11：00～11：30 開会式・オリエンテーション
11：30～12：30 イントロダクションレクチャー 臨床研究デザイン
 （ランチョンセミナー）
12：30～14：30 グループワークⅠ グループごとに研究計画作成
14：30～14：45 　　　　　休　憩
14：45～15：15 統計レクチャーⅠ 臨床研究に用いられる変数とデータベースの基本
15：15～16：15 ハンズオンセッションⅠ 統計解析ソフトウェアを使った解析実習Ⅰ
  （ソフトウェア導入と記述統計）
16：15～16：30 　　　　　休　憩
16：30～17：00 統計レクチャーⅡ 比較の基礎と記述統計
17：00～18：00 ハンズオンセッションⅡ 統計解析ソフトウェアを使った解析実習Ⅱ（単変量解析）
18：00～18：30 ステップアップレクチャー 臨床研究における科学性と現実性
18：30～19：00 　　　　　休　憩 チェックイン
19：00～21：00 ネットワーキングディナー
21：00～24：00 フリーグループワーク グループごとに研究計画の見直し／仮想データの解析

●第2日目　6月8日（日）
　　 時　間 　　　　　形　式 　　　　　　　　　　　内　　　容
9：00～10：00 グループワークⅡ グループごとに研究計画・解析結果の見直し、発表準備
10：00～10：55 発表＆ディスカッションⅠ 各グループ15分発表、発表についてのディスカッション10分
10：55～11：05 　　　　　休　憩
11：05～12：00 発表＆ディスカッションⅡ 各グループ15分発表、発表についてのディスカッション10分
12：00～12：30 閉会式

JANAMEF臨床研究トレーニングコースに参加して
藤戸　香理（東京薬科大学薬学部博士課程）
　JANAMEFに入会後、ほどなくして、臨床研究トレーニングコースの開催を知りました。私も大学院で臨床
系の研究を行っておりますが、研究における統計解析の手法選択と解析ソフトの使い方には不安がありました。
そんな私の悩みを解決してくれそうで、参加を決めました。
　参加したコースは、期待以上でした。とりわけ、研究計画（仮）を立て、データを解析し、まとめあげたグルー
プディスカッションが良かったです。まとめた内容について、森本先生からいただいた講評で習熟度を実感で
き、少し自信になりました。今後もJANAMEFの企画に参加しつつ、多くのことを学んでいきたいです。

JANAMEF臨床研究トレーニングコース体験記
“Karuizawa Strawberry, Forever!”
福内　史子（駒込共立クリニック院長）
　“臨床研究デザインや統計解析の基礎を身につけるための参加型学習会　2014 年 6 月 7 日から 8 日軽井沢”
とパンフレットにありました。夏の軽井沢、これは素敵かもと参加決定。参加者は、大学院生、医師、薬剤師など、
推定年齢は25歳から58歳。ばらつきの多い集団でも統計処理に結束しました。JMP110.02を用いて仮想デー
タの統計解析後、グループごとの研究発表がファイナルです。短時間の講習にもかかわらず、全グループが見
事な発表でした。ご指導の賜物です。我々のグループの研究ファイル名は“Karuizawa Strawberry”。 今になっ
てこのファイル名の素晴らしさが分かりました。“イチゴ一会”、皆様との出会いに感謝です。
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研修期間：2014年8月13日（水）～ 20日（水）（8日間）
研修場所：Hawaii Tokai International College（HTIC）

主催：Hawaii Tokai International College（HTIC）
協力：神戸大学医学部、東海大学医学部

Summer To Grow Up In Hawaii!
成長するハワイの夏！

JA
N
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M

E
F Fellow

 report

JANAMEFフェローレポート

2014年医学部夏期集中医学英語研修プログラム研修報告

Summer To Grow Up In Hawaii!
成長するハワイの夏！
本プログラムは、アメリカでの臨床留学を志す日本の医学部出身者が
増えている中で、医学英語やケースプレゼンテーションを集中的に
上達させるとともに、グローバルな視野を広げる機会を提供し、
臨床留学や海外実習参加に必要な能力の育成を目的としています。
財団の助成者からの研修報告を掲載します。

全てを1週間でいいとこ取りできる
素晴らしい研修

石 黒   賢 志（金沢大学医学部5年）

　海外に行ったことがなかった自分にとっては、生活の
あらゆる面で英語を使うこと自体が初の経験でした。実
際に海外に行かなければ、英語で上手に表現できないこ
とで、自分の思いを相手にちゃんと伝えられないもどか
しさを感じることもなかっただろうし、自分の英語力の
足りなさを自覚し、改善するためにはこれからどんなテ
キストを使い、帰国後どう勉強していけばいいかもわか
らなかったと思います。
　また、海外留学に関する自分の知見を深め、今までは
漠然と考えていたのが、将来のビジョンとして描けるよ
うになった、ということも自分にとっては大きな収穫で

した。研修期間中、大いに学び、また大いに遊び、医学
英語だけでなく、Hawaiiの文化も学ぶことができまし
た。全てを1週間でいいとこ取りできる、素晴らしい研
修だったと感じています。

他の学生と交流することで多くの刺激
石 原   優 里（日本医科大学医学部5年）

　私がこの1週間で得た一番大きなことは、他の大学の
学生と交流できたことです。モチベーションが高い他の
学生と交流することによって多くの刺激を受けました。
そして、日本だけでなくハワイ大学の学生からも刺激を
受けました。国は違っていても、将来医師を目指してい
ることは同じであり、共感し合えることも多い一方で、
ハワイと日本での教育や勉強の仕方に違いがあり、興味
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深いものでした。
　この1週間の研修で得たものは本当にたくさんあり、
この1週間で解決するものではなく、これから学び続け
ることでさらに大きな意味をもつと思います。これから
先、自分が医師となる上で、今回経験させていただいた
ものを活かして、これからも学びたいと思いました。

疾患から症状を学ぶのではなく、
症状から疾患を学ぶ

柴 田   美 音（北海道大学医学部5年）

　アメリカの医学教育が日本と異なり、疾患から症状を
学んでいくのではなく、症状から疾患を学ぶというのは
とても実践的という気がしました。ハワイ大学の医学部
の学生が問診の練習に来るクラスの最後にはハワイ大学
の学生がどのように問診をしていくかというのを、先生
が簡単な症例を示してから質問を受け付けるという形で
見せてもらいました。彼らは症状から疾患を一つの物語
のように考えて、診断をしているようでした。疾患から
症状、症状から疾患、両方から学べる機会が在学中あ
ればより実践的かつ疾患についても深く理解した医師に
なれるのではと考えています。

自分自身を見つめ直すよい機会
前 谷   知 毅（京都大学医学部5年）

　他の大学の先生方、学生と出会い、お互いの人生観
や将来像について語り合えたということは、講義と同等
かそれ以上に貴重な経験でした。1週間皆さんと寝食や
研修を共にし、今まで知らなかった世界に触れることが
できたと感じています。特に東海大学の学士編入の方々
は豊かな人生経験と高いモチベーションを持っており、
学ぶべきところが数多くありました。また、先生方は、
学生指導に熱心で、フレンドリーでした。講義以外でも
親しく接していただき、温かみのある貴重なお話を伺う

こともでき、感謝しています。
　私自身、今まで狭い世界にいたことを痛感し、自分自
身を見つめ直す良い機会になったと思います。これから
もっと色々な人と接し経験を積むことで自分を高め、自
分はどこで何をしたいのかよく考えるべきだと気づけた
のは、このプログラムのおかげであると感じています。

困難な道を共に支え合い切磋琢磨できる友
百 瀬   直 也（金沢大学医学部5年）

　このWorkshopで、年齢、性別もバラバラな医学生
と巡り会うことができました。“井の中の蛙大海を知ら
ず”とはまさにこのことで、本当に同じ学年なのかと思
う程、知識量も思考力もずば抜けて高い学生ばかりでし
た。彼らには本当に刺激を受けたので、大学に戻ってか
ら彼らに追いつくべく勉強会を同じ5年生を中心にして
いこうと今計画を練っているところです。また、将来ア
メリカで臨床留学をしたいという同じ目標を持った学生
に出会えたことも大きな収穫の一つでした。留学までの
道のりには、USMLEの受験や英語力の向上、マッチン
グと大きな壁がいくつも立ちはだかっています。そんな
困難な道を共に支え合い、切磋琢磨できる友を持つこと
ができ、これから一人ではなし得ないであろうことも、
一緒に乗り越えて行けるのではないかと感じています。
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研修期間：2014年10月12日（日）～ 18日（土）（7日間）
研 修 地：オレゴン州ポートランド市
後　　援：公益財団法人日米医学医療交流財団

企画協力：トータルヘルス教育ネットワーク
現地受入機関：Portland State University（PSU）

最先端医療の国のヘルスケア現場を
多方面から学ぶ特別研修

JA
N

A
M

E
F Fellow

 report

JANAMEFフェローレポート

第11回アメリカ短期看護研修報告

最先端医療の国のヘルスケア現場を
多方面から学ぶ特別研修
現地では、OHSU（オレゴン健康科学大学）附属小児病院や
高齢者ケア施設などの視察や、アメリカのヘルスケアシステム・
小児ケア・マグネットホスピタル・教育コーディネーターの役割・
オレゴンの尊厳死・リーダーシップ等をテーマとしたレクチャー、
ディスカッションに参加しました。財団の助成者からの研修報告を掲載します。

プロトコールに沿った難易度の
高い看護の提供

金 城   真 一（滋賀医科大学医学部附属病院）

　今回の研修で最も印象的であり衝撃的であったのは、
プロトコールに沿った難易度の高い看護が提供されてい
ることでした。日本では、医師の指示の下に「診療の介
助」が行われています。いわゆる医師の具体的指示で看
護師は診療に携わっています。しかし、アメリカでは難
易度の高いケアを提供するための教育が行われ、それが
現場で実践されています。患者にとって看護師は、異常
などの早期発見が一番に行える医療従事者であり、医師
の指示を待たなくても、プロトコールですぐにケアを提
供できることは、とても重要であると感じました。
　医療の現場では、大きく差を感じるところもあれば、
そうでもないところもありました。しかし、看護の質の
面では、大きく差があると感じました。根本的に看護教
育（看護師の育成）から既に違いがあり、結果的にそれ
がアメリカと日本とのヘルスケアの違いになっているの
ではないかと感じました。

チャイルドケアスペシャリストの仕事
西 田   裕 未

　私は小児科でも勤務経験があり、小児に点滴や手術
などの治療を受ける意味を説明し理解を得るのにオリエ
ンテーションを行ってはいましたが、時間の制約もあり
満足のいく関わりができていませんでした。実際にドー
ンベッカー小児病院のチャイルドケアスペシャリストの
方のレクチャーを見て、この関わりなら子供が楽しく点
滴の必要性などを理解することができるのではないかと

思いました。また、チャイルドケアスペシャリストの方
の仕事は、治療の必要性を理解させることだけではなく、
子供・兄弟に死を理解させることもあると聞きました。
日本にはまだまだチャイルドケアスペシャリストという
職業が普及しておらず、全国で30名未満だと聞きまし
た。今後、日本でももっと必要とされ普及していく職種
ではないかと感じました。

尊厳死についての講義
福 田   ひとみ（篠田総合病院）

　印象的だったのは尊厳死についての講義です。オレゴ
ン州ではPAD（尊厳死）が認められています。生死に
対する倫理感は人により異なります。その死に対する考
え方を現地の方や参加者と話し合うとてもいい機会でし
た。一つのことを人と話し合う時間をもつことで改めて
自分の死に対する捉え方と価値観を明確にすることがで
きました。「自分のことは自分で決める。だから、死に
対しても自分で決める権利がある」という主体性のある
考え方が、この自由で独創性溢れるアメリカという国を
作っているように感じました。
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JA
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F Fellow

 report

JANAMEFフェローレポート

　また研修中、全国各地からの参加者とも交流を深める
ことができました。お互いのこと、夢、目標を話して私
自身のモチベーションも大きく向上しました。ここから更
なる一歩を踏み出し、日々前進していきたいと思います。

最高の仲間と学ぶ1週間
山 田　優（順天堂大学医学部附属順天堂医院）

　アメリカでは救急車を呼ぶだけでも料金が発生したり、
加入している保険によって払う医療費が異なったり、保険
未加入者では適切な医療が受けられないため、疾患の早
期発見が難しく重症化してしまったりなど、日本の医療と
の大きな違いを感じました。病院の設備にしても機械化
が進んでおり、物品管理や薬品管理などは全て機械化さ
れ、常時物品が過不足なく補充され、使用した物品・薬剤
がダイレクトに患者のコストに反映されていることも大
きな違いの一つでした。ただ違いばかりではありません。
看護の根本である患者中心の看護やチーム医療の考え
は日本と相違なく、患者のバックグラウンドを含めたトー
タル的なケアを提供する点は変わりないと感じました。

アメリカで学んだ看護を研修後自分の部署に持ち帰り、
他のスタッフに情報提供・共有できればより素晴らしい
ものになると考えています。
　また、研修では日本各地の看護師と知り合え、新しい
友達ができました。最高の仲間と学ぶ1週間は本当に楽
しく、本当にあっという間でした。

貴重な経験を今後の看護に活かす
長 澤　和（御代田中央記念病院）

　初めての海外研修ということもあり、見るものすべて
が新鮮で日本との違いに驚くことばかりでした。看護の
役割について、雑務も多い日本に対して、アメリカは一
つ一つの役割に対するスペシャリストがいて、看護業務
に集中できる点は羨ましく感じました。また、看護師の
できることが多いアメリカでは教育体制もしっかりして
いるため信頼され、日本では医師が行う行為でも看護師
が行うことができるのだと感じました。日本でも、患者
の満足度を上げられるような看護ができるようにしたい
と改めて思いました。
　今まで県内の病院しか見たことがなかったのですが、
今回の研修でいい刺激を受け、貴重な経験を得られまし
た。今後の看護に活かしていきたいです。
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コーディネーター▶▶▶

上園　晶一（東京慈恵会医科大学麻酔科学講座教授）
小池　　薫（JANAMEF理事／京都大学大学院医学研究科初期診療・救急医学教授）

　2014年10月25日（土）、医学留学セミナー《To Go or Not to Go：医師の海外留学》が東京
慈恵会医科大学西新橋校で開催され、90名（うち医学生46名、研修医9名、医師25名、その他
10名）の受講生が参加しました。
　東京慈恵会医科大学・松藤千弥学長の開会のご挨拶ののち、「第1部　海外留学のススメ」の
セッションに入りました。最初に登壇いただいた東京慈恵会医科大学教授の大木隆生先生には、
アメリカで外科学教室の教授に上り詰めるまでの並々ならぬ努力と強靭な精神力についてお話を
うかがいました。ついで、マサチューセッツ総合病院麻酔科レジデントである長坂安子先生に、
アメリカにおけるレジデント生活の実際をお話しいただきました。
　休憩をはさんで、「第2部　海外留学の光と影」のセッションに移りました。本セッションの
目的は、海外留学の魅力や成果という光のあたる面だけでなく、海外留学中並びに帰国後の苦労
など、影の部分を語っていただこうというものでした。まず財団fellowの北垣毅先生からは家庭
医学のレジデントを修了するまでの苦労、日本に帰国してからの苦労についてお話がありました。
聖路加国際病院腫瘍内科の山内照夫先生には、アメリカで医師を辞めようと思うまで追いつめら
れた経験についてお話を聞かせていただきました。最後のスピーカー、聖路加国際病院乳腺外科
の山内英子先生には「医師として妻として母としての海外留学」をお話しいただきました。
　おわりにあたり、東京慈恵会医科大学理事長・栗原敏先生と財団会長・清水一功先生による閉
会の辞があり、セミナーは盛会のうちに終了しました。セミナー終了後に行った受講生へのアン
ケートでは、「非常に有意義」と「有
意義」の合計が95％となり、セミ
ナー参加者の満足度の高さが裏付け
られました。
　最後になりましたが、コーディネー
ターの大役をお引き受けいただき、
セミナーの企画から会場の手配まで、
何から何までお世話くださいました
麻酔科学講座教授・上園晶一先生を
はじめ、東京慈恵会医科大学の皆様
に心より感謝申し上げます。（小池）

T
o G
o or N

ot to G
o

医
師
の
海
外
留
学

日時：2014年10月25日（土）12：30 ～ 18：00
場所：東京慈恵会医科大学西新橋校
　　　大学棟1号館3階講堂

主催：公益財団法人日米医学医療交流財団
共催：東京慈恵会医科大学

プログラム
Ⅰ．海外留学のススメ
　　【司会】関谷　　透（東京慈恵会医科大学放射線科学講座教授）
　　　　　稲葉　博隆（JANAMEF理事fellow／順天堂大学心臓

血管外科准教授）
　●アメリカのアカデミアを勝ち抜く10の方法
　　【講師】大木　隆生（東京慈恵会医科大学血管外科学講座教授・

外科学講座統括責任者）
　●米国で臨床研修医になるということ
　　【講師】長坂　安子（マサチューセッツ総合病院麻酔科レジデント）

―――パネルディスカッション―――

Ⅱ．海外留学の光と影
　　【司会】木田康太郎（JANAMEF fellow／東京慈恵会医科大

学麻酔科学講座助教）
小池　　薫（JANAMEF理事fellow／京都大学大学院
医学研究科初期診療・救急医学教授）

　●ホンネトーク！　あれから10年
　　【講師】北垣　　毅（JANAMEF fellow／医療法人愛信会花

見川中央クリニック院長）
　●To Be or Not To Be a Doctor：Sure, You are Destined
　　【講師】山内　照夫（聖路加国際病院腫瘍内科部長）
　●医師として妻として母としての海外留学
　　【講師】山内　英子（聖路加国際病院乳腺外科部長）

―――パネルディスカッション―――

第15回
医学留学
セミナー
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2014年医学留学セミナー
アンケート集計結果

90名中62名回収（回収率69％）

　講師の先生方のお話は、経験談やアドバイスの枠を越え
て、医師としての生き方・将来を見直すきっかけになったと
いう感想を多数いただきました。これらの感想・意見等は
次回以降のセミナーに活かしていきたいと思います。

1．役　　職

2．参加した意義

3．全体の感想

（1）医師 23名（37％）　　（2）研修医 3名（5％）
（3）医学生 31名（50％）（うち6年 4名、5年 11名、4年6名、3年 4名、2年 3名、1年 2名、不明 1名）
（4）その他 5名（8％）

6．今後取り上げて
 ほしいテーマ、内容

4．今後の留学希望
　 （複数回答）

（1）臨床研修　23名（24％） （2）基礎研究　22名（23％） （3）臨床実習　21名（21％）
（4）臨床研究　16名（16％） （5）語学　6名（6％） （6）大学院　5名（5％）
（7）基礎配属　3名（3％） （8）その他　2名（2％）

5．留学に際し困ること
　 （複数回答）

（1）言葉　18名（27％） （2）経済面　12名（18％） （3）文化の違い　6名（9％）
（4）留学先　5名（7％） （5）帰国後のキャリア　5名（7％） （6）タイミング　4名（6％）
（7）情報　3名（5％） （8）コネクション　3名（5％） （9）推薦状　3名（5％）
（10）年齢　3名（5％） （11）家族　2名（3％） （12）ビザ・永住権　1名（1％）
（13）期間　1名（1％） （14）日本での研修との兼合い　1名（1％）

7．その他意見等

●留学で何をしたいのか、医師という枠を越えてどう
生きたいのかを根本から見直すきっかけを得られた

●成功した話だけでなく、色々苦労された話を伺えて
大変参考になった

●女性の先生方の話を伺うことができてよかった
●今何をすべきか深く考えさせられた貴重な機会だった
●留学の生の声を聞けたことによって、自分の将来を
より具体的にイメージすることができた

●医師としての色々な生き方を知ることができた
●学生時代にこのような講演を聞いていたら、人生が
変わっていたかもしれない

●それぞれの先生の視点から、ここでしか聞けない話
が聞けた

●今まで疑問だったことや知らなかったことを知るこ
とができた

●先生方の生の経験からアドバイスを聞けてとてもよ
かった
●多様な留学像を具体的に知ることができ大変参考に
なった
●著名な医師の本当の言葉を聞くことができた
●貴重な情報が得られた
●留学を行うことの意義を再確認できた
●レジデントからその先のことまで聞けたことがよ
かった
●米国の医療の実情がよく理解できた
●米国のシステムが分かってとてもよかった
●大木先生の話は特に考えさせられることが多く、改
めて自分の将来を考え直す機会となった

●留学を経験して今後の日本の医療への関わり方
●米国だけでなく欧州の状況を聞きたい
●女性医師としてのキャリア
●ワークライフバランスの実態、特に米国での女性医
師のワークライフバランスの実態

●留学するために具体的にすべきこと
●医師としての人生、壁にぶつかった時にどうしたか
●レジデントの先のキャリアの実例とその実現のため
の手段（特にビザ・永住権）

●基礎留学VS臨床留学
●外科系の留学体験の詳細

●心臓外科、脳外科で米国の第一線で活躍している先
生の話
●医学教育の違い
●研究留学のトピックス
●基礎医学の研究者としての留学
●科による留学に行く時期
●卒後数年で臨床留学に行かれた先生の話
●日本の卒前教育でできること
●救急医学について
●外国人コーディネーターとのパネルディスカッション

●年に1回ではなくもっと多く開催して欲しい
●関西方面でも開催して欲しい

●もっとイベントがあればよい

 32名（52％）  27名（43％）  2名（3％）  1名（2％）

5 4 3 2 1

非常に有意義 有意義 普通 改善の余地あり 参加しない方が
よかった



Vol. 42

11

Vol. 42Vol. 43

●事業の目的
県内の若手指導医の更なる指導能力の向上を図るため、
意欲ある若手指導医団を結成し、世界標準の先進的な
指導・教育に取り組んでいる米国（ハワイ）に派遣す
ることで、スキルの向上と県内研修体制の強化を推進
し、「若手医師教育研修立県」としてのイメージの向
上及び医師の県内定着を目的とする。

●支援業務の内容
① 指導医団国外派遣プログラムの作成
② 出発前の準備（オリエンテーションを含む）

③ 派遣先でのプログラムの実施
④ 必要物品並びに手続きの手配及び支払い

●支援期間
平成26年5月30日～平成27年1月31日

●主な研修内容
① 外来・救急等でのレジデントへの指導方法
② ベッドサイドにおけるレジデントへの指導方法
③ カンファレンスにおける指導方法
④ 医師のプロフェッショナリズム（マナー・接遇・
倫理）

茨城県指導医団
国外派遣事業支援業務実施報告

研 修 期 間：2014年11月18日（火）～
　　　　　　26日（水）（9日間）
研　修　地：米国ハワイ州ホノルル市
主　　　催：茨城県保健福祉部
　　　　　　医療対策課医師確保対策室
企画・実施：公益財団法人
支援　　　　日米医学医療交流財団

JANAMEF
支援業務
実施報告

　財団では、医学医療の国際交流を支援してきたこれまでの実績をもとに、
地方公共団体に対する初めての支援業務として、茨城県指導医団国外派遣
事業支援業務を実施しました。本事業は、茨城県内の指導医の指導技術の
向上を図るため、40歳前後の意欲ある若手指導医の一団（6名）を米国（ハ
ワイ）に派遣し、当地の医療現場や医療施設などで、先進的な教育方法を
学ぶものです。財団では、派遣プログラムの作成からその実施まで一貫し
た業務を支援しました。その概要を以下のとおり報告します。

●聖ルカ・クリニック研修
●ワイキキ緊急医療クリニック研修
●クアキニメディカルセンター：モーニングレポート他
●カピオラニコミュニティーカレッジ：HI-PRAISEプ
ロジェクト

●ハワイ大学・ジョンA.バーンズ医学部SimTikiシミュ
レーションセンター：シミュレーションラボ
●リトル先生のメディカル英会話研修
●在ホノルル日本国総領事館訪問

支援事業の概要

プログラムの主な内容

クアキニ病院モーニングレポート ハワイ大学シミュレーションセンター



Vol. 43
2015.2
■発行年月日／平成27年2月28日
■編集／事務局
■発行／公益財団法人日米医学医療交流財団
　　　　〒113-0033  東京都文京区本郷3-27-12-6F
　　　　TEL: 03-6801-9777　FAX: 03-6801-9778
　　　　E-mail： info@janamef.jp
　　　　URL： http://www.janamef.jp

Japan-North America Medical Exchange Foundation

巻頭

12

Vol. 42Vol. 43

繋げようJANAMEFネットワークを
　～第2回JANAMEF賛助会員交流会報告と次回のご案内～

事務局だより Activities

　日米医学医療交流財団では、当財団を支えていただいて
いる会員の皆様の交流の場を開き、会員の親睦を深めると
ともに、当財団との意見交換・情報交流を図ることを目的
に定期的に交流会を催しております。
　2014年10月4日（土）開催の「第2回JANAMEF賛助会員
交流会」には、100名近くの方々が参加くださいました。
当日は、かつて当財団の助成を受けて海外に留学し、現在
は日本に帰国して様々な分野で活躍されている7名の
JANAMEF fellowの先生方より帰国報告をいただきまし
た。参加者からは、かの地で実体験した医学教育や医療に
ついて興味深い話が聞けて良かったというお声を多数いた

だきました。
　JANAMEF fellowの帰国報告をはさんだ歓談では、会
員の皆様、JANAMEF fellowと当財団関係者との交流の
輪が広がりました。
　次回の交流会は下記のとおり開催します。当日は、一般
社団法人日本専門医機構の池田康夫理事長から「日本にお
けるこれからの専門医制度のあり方」についてと題し特別
講演を賜るとともに、JANAMEF fellowの方々から貴重
な報告をいただく予定です。皆様のご参加をお待ちしてお
ります。

　　　　   第3回JANAMEF賛助会員交流会のご案内
日　時：2015年3月14日（土）18：00 ～（受付 17：30 ～）

会　場：日本教育会館9F  喜山倶楽部　東京都千代田区一ツ橋2-6-2  TEL：03-3262-7661

参加費：1万円（当日受付で納付ください）

お問い合わせ先：公益財団法人日米医学医療交流財団事務局

　　　　　　　  E-mail：info@janamef.jp　TEL：03-6801-9777  FAX：03-6801-9778

編集
後記

　今事業年度においては、臨床研究を行うために必要な臨
床研究デザインや統計解析の基礎を身につけるための参加
型学集会である「臨床研究トレーニングコース（初級）」
や若手指導医の指導能力向上を図るための地方公共団体か
らの受託事業を実施しました。これらは、財団にとって初

めての事業でした。財団の財政を巡る事情は、引き続き厳
しいものがありますが、財団としては、付加価値の高い、
将来の発展に繋がる事業に取り組んで行く所存ですので、
ご支援者、fellowの皆様には格別のご理解・ご協力を賜り
ますようお願い申し上げます。　　  （事務局長　坂上正人）


